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ＦＴドアハンガー 単車  取付説明書

・ レールがしっかりと取付けられているか確認してください。

・ 単車やプレートを扉に取付けたとき、または溶接したときは

　 外れ落ちることがないか確認してください。

・ 単車およびガイド車がレールから外れていないか確認してください。

・ 指をはさまないよう気をつけてください。

・ レールに走行の障害となるものは取付けないでください。

注 意

ガイド車部のナットを緩めて、 単車本体から

ガイド車を外します。 　　　【図１】 参照

扉に単車を２個取付けます。

注 意  扉に回転軸のボルトを逃がすための穴

（φ14以上、深さ約20）が必要です。

Ｂ．カーブレールを使う扉の走行の場合

●プレートを使用した場合

①扉上端部にプレートの穴ｃ (φ11）を利用してボルト止めを

　 するか、または溶接止めします。

②単車の穴ｂ に回転軸をさしこみます。

③回転軸のボルト(Ｍ１２)をプレートのネジ穴(穴ｄ) に

　 ネジ止めします。

　【図２-Ｂ】 参照

Ａ．扉が直線走行だけする場合（カーブレールを使わない場合）

●【図２-Ａ】の両端の穴ａ（FT100…φ9、FT200…φ11)を利用

　 して扉の上端部にネジ止めします。

●扉が鉄製の場合は、直接溶接しても取付けられます。

（扉の種類により取付方法を使い分けてください。）

（ＦＴ回転軸［#100/#200］と必要に応じてプレートを使用してください。）

　【図２-Ａ】 参照

４ ガイド車の溝をレールに合わせながらガイド軸を通し、

　　で外した位置に再度取付けてスプリングワッシャー

とナットで締め付けてください。 　 【図４】 参照

３ （ブラケットに当たらない側へ載せてください。）
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【図３】

　【図３】 参照

扉ごと持ち上げて、 単車をレール上に載せます。

●鉄製扉の場合は、プレートを使わず回転軸のボルトを

   直に扉に固定することができます。

【図４】

＃１００単車 【ＦＴ100-2Ｗ】 ： 扉重量２個吊り当り
＃２００単車 【ＦＴ200-2Ｗ】 ： 扉重量２個吊り当り

80 ㎏以下
150 ㎏以下


